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「感染症は苦手です」「微生物や薬の
種類が多すぎて覚えられません！」
「教科書を読んでも頭に入りません！」
私の勤務している大学病院の感染症
内科に，実習や研修で回ってくる医学
生や研修医の皆さんの口から日々出る
言葉である。今でこそ偉そうに指導医
として勤務している私も，振り返れば
不真面目な医学生時代の試験前夜に同
じ思いを抱いていた。その気持ちはと
てもよくわかる。しかしその後，感染
症医を志し，今も日々感染症医として
楽しく働き続けられている最大の理由
は，「臨床感染症は面白い」という点
にある。そしてこの本を読めば，「苦
手」から「面白い」にぐっと近づくで
あろう。
感染症が苦手だという方の多くは，
きっと体系的にまとめられた教科書を
1ページ目から読んでいるような感覚
なのではないだろうか。臨床感染症は，
微生物学や薬理学でもないし，暗記し
て対応するものでもない。大げさに言
えば，それぞれまったく異なる背景・
歴史（この本の原著のタイトルは“Ox-
ford Case Histories in Infectious Dis-
eases and Microbiology”である）をも
った一人一人の患者さんの，あらゆる
臓器・システム（しばしば複数にまた
がる）で，バラエティに富んだ微生物

が起こす諸問題を，解き明かし（診断
し），解決し（治療し），問題が起きな
いようにする（予防する）営みである。
それが臨床感染症の醍醐味であり，

目の前にいる患者さんを診ることで一
番理解できる。原著者による前書きに
も，そのことが熱く述べられている。
学生や研修医の皆さんに，短い期間の
なかでも実際に患者さんを診てもらう
と面白さの一端を理解いただけるのだ
が，どうしても経験できる範囲に限り
がある。この本は，日々教育に携わっ
ている立場からみても憎らしいくらい
非常にバランスよく選ばれた 47の症
例で構成されており，それがスムーズ
に 2週間で読めるようにまとめられて
いる点も素晴らしい。
各症例は，病歴で始まり，複数の質

問，その質問に対する答えがついてい
る。写真や画像も豊富である。これら
がまた秀逸である。多くの医学生，研
修医，感染症を学んでいる医師の皆さ
んには，こういうところが学ぶポイン
ト（疑問に思うべきポイント，理解す
べきポイント）であるということを是
非知っていただきたい。一方，若手を
指導する立場の先生方にとっても，ベ
ッドサイドで教えるポイントが理解で
きるようになっており，かつ厳選され
た参考文献が記載されているのもうれ

しい。原著が出版されたのは 2020年
であるが，多くの参考文献がこの 10
年以内のものであり，それぞれのトピ
ックに関連して読んでおきたい重要文
献やよくまとまった総説が選ばれてい
る。
監訳をされた的野先生が指摘されて

いるように，ところどころ英国の本ら
しい記載もあり，日本や，しばしば日
本でも紹介される米国の診療ガイドラ
インとも異なるところがあるが，その
こともまた正解となるアプローチが 1
つではないことを意識させ，自分自身
のアプローチを見直すきっかけにもな
るのではないかと思う。
感染症が苦手な人も面白いと思う人

も，医学生からベテランの医師まで是
非手にとって読んでほしい。きっとあ
なたの 2週間を充実したものにしてく
れるし，もっと患者さんを診て，他の
教科書で学ぶモチベーションが高まる
はずだ。私自身この本を手に，臨床感
染症を面白いと感じて，もっと学びた
いと思う人を増やす布教活動にいそし
もうと思う。
（岡本 耕：東京大学医学部附属病院  

感染症内科）

MEDSi
4,840円（本体4,400円＋税10％）

A5／392頁
ISBN978-4-8157-3033-8

著：Hilary Humphreys
監訳：清田 雅智・的野 多加志

2週間で学ぶ臨床感染症

2週間後のあなたは
きっと変わっている
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